
その有害事象は、他の要因*1の
影響が考えられますか？

□ 確からしい

はい・不詳

はい

はい

はい

□ 可能性がある

□ 可能性がより
強くある

はい

その有害事象は、他の要因*1の
影響が考えられますか？

その有害事象は客観的証拠*2

によって確かめられましたか？
はい

いいえ・不詳

*1 他の要因としては、基礎疾患や合併症の病態、併用薬やほかの健康食品の摂取などを考慮します。
*2 客観的証拠とは、当該健康食品に含まれる成分に関してDLST、パッチテストなどの特異的な検査によって

確認されたものです。

その有害事象は再摂取
で再現しましたか？

摂取中止・減量により観察され
た有害事象は和らぎましたか？

その有害事象は、健康食品の
摂取後に起こりましたか？

□ 情報不足・評価不能

いいえ

いいえ

いいえ

中止・減量をしていない、
不詳

いいえ・不詳

不詳

Ⅰ： ここから開始して評価してください。
(□のチェックボックスにレ点を入れてください。)

□ 非常に確からしい

以前に同じかあるいは類似
の健康食品または医薬品で
同様の有害事象があらわれ
ましたか？

いいえ・

再摂取をしていない・
不詳

いいえ

はい・
不詳

□ 関連なし

Ⅱ： 健康被害の重篤度2)をチェックしてください。

□ 軽微な健康被害と考えられるもの

□ 軽度な健康被害と考えられるもの（例：医療機関で治療を要した。）

□ 中等度の健康被害と考えられるもの（重篤ではないが軽度でもない。）

(例：30日以上の治療、または入院・入院の延長を要するものなど)

□ (死亡・後遺症を残すなど)重篤な健康被害と考えられるもの
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本評価はあくまでもスクリーニング目的で使用するものです。

その有害事象は客観的証拠*2に
よって確かめられましたか？

いいえ・不詳

はい

その有害事象は客観的証拠*2に
よって確かめられましたか？

いいえ・
不詳

はい


